オオムギの耐病性に関する研究　第5報　1953年に採集されたウドンコ病菌の生理品種および10生理品種に対する抵抗性の品種間差異 by 日浦, 運治 & 部田, 英雄
• 
オオムギの耐病性に関する研究第p報
1953年に採算されたウドンコ病菌の生理品種および
10生理晶種に対する抵抗性の品種間差異‘
日浦運治・部田英雄
1.緒 言
• 
本研ヲEの第2報(2)ゐよぴ第4報{めに沿いて， 19，印年から 1952年までに採集されたオオムギ
ウドシコ病菌の5生理品種について報告した.1953年にはさらに未記載の5系統を分離すると
とができたので，とれら10生理品種に対するオオムギ120品種の抵抗性の差異について報告す
る.
本研買に当って各県系の農事・試験場たよび大学の方A に標本の送付をゐ願いした.御送付下さ
った方Aたらびに抑指事を賜った困門所長に厚〈感謝する.
1.賀験方法
生理品種を同定するための実験方法はとれまでに報告したのとほぼ同様であるがOA，従来
は汚染を防ぐためにランプのホヤを使用したが，との方法除多湿にすぎ供試オオムギが軟弱に
たるので， 19:53年の実験では15x15x9cmの木箱にオオムギ首を育て，とれに同じ大きさで
高さ35cmの木枠 (2面ガラス3面白綿布張t)を被せ・た.との方法はランプのホヤに比較し
てオオムギ首も健全であ t，汚染を防ぐにも十分であった.
標本から分離された培養は1度 BlaCkHull-less， Chevron， GoJdfoil， Heil's Hanna 3， 
Nepal， Peruvian， Colsess，改良坊主衰の8品種に接揮し，病原性の違いが認められ光系統は
秋まで保存し秋になって再び接種試験を行った.
ウドンコ病菌は真夏の高温下ではたいてい死践してしまうが，筆者らは次に述べる2方法で
ともに越夏さすととができた.すたわち0-50Cの冷菰庫内で発芽したオオムギD幼苗はとの
ようた低温では暗黒でも 2~月間位は偉全である.とうした条件下の幼苗にウドYコ病菌を接
種すると約1.5~月後には多数の分生胞子を形成するから，約1.5ヶ月ごとにウドンコ病菌を
移植するととによって安全に越夏さすととができた.また風通しのよい場所でガラス鐘に水道
水を流し掛けるとガラス鎮内の温度を250C以下に保っととができる.とのガラス鐘内でも越
夏さすととができたが，多湿のため7-10日ごとにウドシコ病菌をと移植しなければ寄主オオム
ギが枯死するので，多くの系統を純紳に保存するには不適当であった.
越夏させた培養は単胞子分離を行い，純粋であるととを確めてから選ばれたオオムギ120品
種に接種し，その反応を検定した.秋にたると野外にはウドンコ病菌の胞子はほとんどないか
ら，ガラス室内で生育じたオオムギ苗は人工接種をしたい限 t，自然にはめったにウドンヨ病
菌に感染するととがたい. それで接橿原は春の実験と同様に木枠を被せて純梓に保つように
したが， 120品種に対する接種試験は隔離されたガラス室内で行い， 汚染を防ぐための特別の
覆いは用いなかった.
供試オオムギ.品種は 58x35x12cmの木箱に 30品種〈各品種とも5個体寸志?)を播揮し，
‘昭和28年度文部省科学研究肪成績肪金による研究成果.課題番号10859.
. .(農学研究第41巻第4号 145-156頁 1954) (145) 
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第2葉が展開したと含接種した.実験放9月25日から12月10日までの聞に行い，各系統とも2
固ないし5回反復した.
II.実験結果
1. 195;3年に採集された生理品種.
既に報告したよろに日本の生理品種を識別するためには外国で決められた判別品種だけでは
十分でない.それでCoJs田sC. A. 772ゐよぴ改良坊主農を加えるととを提案したが引さら
に NigrateC. 1. 2444を加えるととによっτ9系統を分障するととがでぎた. とのラち系統
VI， Vll， VIl， IXゐよびXの5系統は1953年には巳めて分離されたものである.との5系統
を加えると，日本のオオムギウドシコ病菌の生理品種は10系統とたる.とれら10系統に対する
やj別品種の反応は第1衰のごとくである.第1衰の CoastC. J. 276治よぴ DuplexC. I. 2433 
は10系統を区別するためには必要でないが，アメリカの race3と比較するために参考として
あげた.
系統VIゐよびXは系統Iとほとんど同じであるが系統VIは改良坊主麦を侵す点に3ないて，
系統Xは Nigrateを侵す点に沿いてそれぞれ系統Iと明bように区別される. 系統VIIは系
統lVとほとんど閉じであ・るが Goldfoilに対する病原性に沿いて呉っている.系統VIllなよび
IXは他の系統と非常に遣っていて， Cherewickの判別品種(りだけではアメリカゐよびカナグ
で発見された race3に相当するが，系統;VIllは race3に高度の抵抗性であるDup]exC. 1. 
2"33を非常によ〈侵す.また系統IXは race3 tc高度の抵杭性である CoastC‘1. 276査とよく
侵すから，m それぞれ race3とは遭う系統である.
とのように適当な品種を判別品種に加えるととによって日本のウ Vγコ病菌の生理品揮.を10
系統に区別するととができるが，Ch町'ewickの判別品種だけでアメリカゐよぴカナグで発見さ
れた rac回と比較すると，第1表の菌系統欄の第2列にあげたように，日本の10系統は race
3， 8， 13， 14， 15，なよび 16の6つの rac白となる向島の.
たたGoldfoilは系統IIに対し亡2-4， Chevron は系統1，1， II1，たよぴlVに対して2-
4に擢病すると報告したが，lめ とればランプのホヤを使用した結果であワて，広いガラス室内
で覆をせするに醤障した場合は2品障とも2程度にしか憶病し，ない場合が多かった.
2. 1953年に採集された生理品積の地理的分布.
1道39聴から採集された 67の矯養について接種実験を行った.同定された9系統の採集地
を示せ・ぽ第2衰のごとくである.
系統Iは1951年および19521手の結果と同様に全国的に分布し，山形燃から鹿児島臓にいたる
26牒から採集された.
系統1は四国の3聴希よぴ大分臓から採集された.との系統は19印年に新潟鯨ゐよび長野牒
で発見され， 1952年には山形，石川，群馬，愛知，山口，香川ゐよぴ愛援の各聴からも採集さ
れた.その後同じ1952年に改良坊主愛を判別品種ι加えると系統Iと系統lVとを区別でぎる
ととがわかったので1953年には改良坊主査を判別品種として供試したととろ， 系統lVは東北
地方から中園地方にわたる広範聞から分離されたのに民し系統Iは四国の3勝治よび大分腕か
ら分離されただけであった.それゆえ1951年なよび1952年に四国以外の各地から採集された系
統Iは， 改良坊主麦吃対する接箇実験を行っていないのす明らかではないが，おそ.らく系統
lVであったものと考えられる.
-17 - (147) 
第 2表 1963年に同定されたオオムギウドシヨ病菌の0生理品種の採集地
菌系統 地採 集
????
????
?
?
I 
(宮城・山払茨城跡埼玉賦千葉，神奈川，賦静岡，新潟，時，餐知，岐
阜.三重.和歌山，岡山，鳥取，島根，山口，香川，高知，顧問，佐賀，宮崎，鹿児島.
高知，愛媛，徳島，大分.
窃木，東E丸山梨，長聖子，滋賀
福島，石川1，扇弁，静岡，兵庫， J青島
1952~に岩手にて採集， 1963.>pには採集されず.
呑川，大分，熊本
新潟
青森
北海道
若手
系統IIは19日年に沿いても1951年治よび1952年と同様に主として関東地方で採集された.
また1952年には彊芽聴に沿いて， 1953年には滋賀臓に3ないても採集されたが，京都以西からは
まだ採集されていない.
系統lVは1952年にはたピ 1回大原農業研究所の実験園場で採集されただけであったが，
1953年には広範囲の地域から採集された. それゆえ上述したように 1952年に系統Hと同定さ
れたもののうちには系統iVが含まれているものと息われる.
系統Vは1952年に岩手勝て味集されたが.1953年には1回も採集されなかったω.
系統VIは香川，大分たよび熊本県草から 1953年はじめて採集された.との系統の分布地域は
系統Ilのそれによく似ている.
系統VII.VIII， IXゐよびXはそれぞれ新端，青森，北海道沿よひ漕手勝から19日年はじめ
て採集されJた.
• 3. 10生理品種('C対するオオムギ120品種の反応.
オオムギ 120品種に10系統を接種し，各系統に対する反応によってオオムギ品種を・20の反応
型にわけた.結果は第3表のごとくでめる.
第 1群.10系統に対して高度の抵抗性でウドシコ病菌のどの系統にも同じように反応するの
で，系統間の差は認、占うられたい.第1群のうちでAtlas46ゐよぴ Weichenstephaner1なよ
びIlはウドシコ病に対する低抗性品種として育成されたものである.
第2群.10系統に対して中等の抵抗性で，系統聞の差は認められない.
第3群.すペての系統に対して高度の櫨病性である.日本，中国お・よひ朝鮮のオオムギ品種
の大部分はとの第3群に属する.
第4群. 9つの系統には街度の抵抗性であるが，系統IXにte.けひどく躍病する.
第5群. 9つの系統には中等の抵折性であるが，系統l，Xに対して櫨病性である.
第6群. 9つの系統刷会寵病性であるが，系統IXに対して抵抗性である. との群は第4群
と正反対の関係にある.
第7群.系統 V.VIIIゐよぴIXには摺病性であるが，その他の系統に対しては中等の抵抗
性である.岩手メンシユアリーC肱系統IXに対して中等の抵抗牲をと示したがとの群に入れた.
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第 3表 オオムギウドyコ病奮の10生理品種に対するオオムギ120品種の反応 (1)
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日本の積雪地帯で耐雲性として栽培されている品種の大部分はとの群に属する.
第8群.系統VIII.i;-よぴIXには穣病性であるが，その他の系統には中等の抵抄性である.
系統Vにも中等の抵抗性であるが櫨病性に近い.
第9群.系統IXには擢病性，系統V.i;-よぴVIIIには中等の抵抗性であるが，その他の系統
には抵抗性である.
第10群.系統V，VIIIゐよび既には中等の抵抗性でるるが，その他の系統には抵抗性である.
第9群公よび第10群にも東北地方の品種が多い.
第11群.系統1，II， V， VI草子よぴXには高度の抵抗性であるが，系統I，IV， VII. VIIJ 
ゐよぴIXには緩病性である.
第12群.第11群に似ているが，系統I，lVたよぴVIIに中等の抵抗性である.
第13群.第12群に似ているが，系統VIIIに中等の抵抗性である.
第14群.第13群に似ているが，系統vnに抵抗性である.第11群より第14群までの4つの群
は系統1.II， V， VIたよびXには高度の抵抗性であるが，残bの5ヲの系統に程度。差は
あるが感受性で遣うる点で共遁している.そして外国からピール去として輸入され現在日本で裁
略されている品種の大部分はとの4つの群のどれかに属する.
第15群.系統1，II， V， VIたよびXには高度の抵抗性，系統I，lV， VII.i;-よぴVIIIに
は擢病性であるが，系統lXには抵抗性であって，との点でのみ第11群と異っている.
第16君主系統lVにわ今かに侵されるが，他の9-::>の系統には高度の抵抗性であって，第1
群と大差たい.
第17群. 系統IIなよぴVnには感受性であるが，その他の系統には高度の抵抗性である.
第18群.系統Xにのみ櫨病性で系統lXには抵抗性，その他の系統には高度の抵抗性でるる.
第19群.系統Vには橿病性で系統IXには抵抗性， その他の系統には中等の抵抗性である.
第20群.系統VI，I jなよぴIXに怯寵病性であるが，その他の系統には中等の抵抗性である.
lV.考 寮
筆者らは本研究の第2報【2)に沿いて日本のオオムギウドシコ病菌の生理品種と諸外国のそれ
とを区別するために日本の系統をローマ数字で表わした.第4報(3)ではアメリ完治よびカナグ
で供試した判別品種について実験し，アメ担カたよびカナダの生理品種と同様にアラピア数字
(1&2) - 22ー
ーで系統を表わしたが，その時既に日本の生理品種を識別するためには外国で選定された判別品
種芦けでぽ十分でないととを指摘して置いた 1953年に行われた本実験の結果同様のととをさ
らに強〈感じた.
第 1表で明らかなように限定された判別品種によって決定された生理品種 Physiologic
raceにはいくつかの Biotypeが含まれているととが多い.それで判別品種告と数限りなく士貸し
て行けば生理品種もまたいくらでもふえLて行くであろう.もしそれぞれの研究者が各自勝手に
判別品種を選んでBiotypeを決定したならば，それらのBiotypeを相互に比較するととができ
ない.とうした不便を避け，かつ実用的立場から特定の判別品種によって決定された Biotype
群をPhysiologicraceといっている.それゆえPhysiologicraceの判別品種は重要友Biotype
を容易に識別できるように重要な品種から選ばれているは十である.とうした判別品種によっ
て決定されるPhysiologicraceはあ〈までも実用的な人需的区分であって，系統発生と関連
しているわけではない.
ととろでオオムギのウドシコ病菌は活物寄生菌であるから適当た寄主オオムギ品種がなけれ
ば生存でをない.い L換えれば日本に栽培されているオオムギ品種をと侵害できない系統は日本
には生存でぎない.日本のオオムギウドシコ病菌の系統は日本のオオムギ品種によって掬汰さ
れた系統である. し.かも日本のオオムギ品種はアメリカやカナグの品種とは非常に遭っ亡い
る.それでアメりカやカナダで選定された判別品種によって日本の系統た判定するととは無理
なととであり， Physiologic raceの本来の意義を失ってしまう場合がある.たとえば筆者らは
系統Iと系統Vとを区別するために ColsessC. A. 772を判別品種に加えたが，アメりカゐよ
びカナダで選定された判別品種だけではとの区別ができない.系統Vは東北地方の品種を侵す
ので我々にとっては重要な系統である.また系統IとIV，系統IとVIたよび系統VIIIとIX
とは改良坊主麦によって区別されるが，改良坊主麦や愛媛楳2号を侵すか侵さたいかというと
と，さらに系統VIIIにわやかしか侵されたいが系統IXにはひどく侵される品種が東北の麦や
ピ戸Jレ支に相当多くある2というととは重要たととでるる.他方系統1IIゐよぴVIIは Goldfoi1
によって系統IゐよぴlVとそれぞれ区別されるが，日本には Goldfoilの抵抗性遺伝子を持っ
たオオムギ品種は栽培されていないから，との遣いは我k にとってはたいした重要性を持って
いない. また BlackHull.lessや Nepalはとれまでのととろ日本の系統た区別するためには
全く役に立たない(第1表ゐよび第3表).
とのように実用的見地からすれば，日本の Physiologicraceの判別品種は日本の品種から
選ばれるペをである.しかしたがら判別品種はオオムギ品種の抵杭性遺伝子を十分に研質した
うえで最も有効な品種を選ばなければならない.筆者ちの研究はまだそとまで進んでいないか
ら，ととしばらくは第2報で用いたと同様に病原性に違いを認めた系統を発見された順にロー
マ数字によって表わして行きたいと考えている.
第3表に3ないで供試オオムギ120品種をと10系統に対する反応によって20の型にわけたが，各
詳の特徴をよりわかりやすくするため，iから 1までをR，1から3までをM，3から4をSと
して表わせ・ば第4表のごと《怒る.
第 4表を見ると20の群をさらに大普及6つの群に大別するととができる.すたわち第1，2 
bよぴ3群はそれぞれ10の系統{'C対して群内にゐける反応の差が認められたいという共通した
特徴をもっている.
第 4，5 ~よび 6群は系統 I より系統 VIII までの 9 つの系統に対しでは群内の差ぽ認められ
ないが，系統IXに対Lてのみ違った反応を示す点に沿いて共通している. L.かし第1群より
- 23ー (153) 
ーオオムギウド:;:t病菌の10生理品質に対するオオムギ120品種の反応型第 4表
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第6群までの6つの群の各群聞の差はきわめて明りようであっτ.各群に属する品種はそれぞ
れ抵抗性に関して独立したものである.
第 7群よ b第 10 群までの 4~の群は系統 V， VIII.ii-よび IXに対して他の7つの系統に対
するよ bもよb感受性である. 特に系統Vに対して感受性であるといろ特徴は第19群にも見
られるがその他の群には見られない. 第8， 9 なよび 10 群の 3~の群は第7群よりもいつば
んに抵抗性が強くなっτいるが，とれら3つの群に属する品種除草なそらく第7群に属する品種
の抵抗性遺伝子と共遁したものを1つは持っているものと考えられる.
第11，12， 13ゐよぴ14の4つの群は系統1，Il， V， VI.:ta-よびXには高度の抵抗性であ
るが残bの5つの系統には感受性である.第12，13 jなよぴ14の3つの群に属する品種の抵抗
性は第11群の抵抗性遺伝子が基礎となっているものと考えられる.
第15，16， 17， 18 jなよび 19 の 5~の群はいく9かの系統には感受性であっても系統 IX に
対しては高度の抵抗性である.との特徴は第6群にも認められるが，とれら6つの群の群聞に
は抵折性に関して品種の系統関係は認められない.
第20群は系統Vltc感受性であるのが特徴である.
係は認められない.
(164) 
ζの群も独立した群で他の群との系統関
• 
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R=i-l， M=l-3， S =3-4 
以上を要するに 120品種を 20の群に分けたが，第 7，8， 9 jなよぴ 10の4つの群と第11，
12， 13:jなよび 14の4つの群はそれぞれ抵抗性に関して同一系統の群であり， その他の群は
それぞれ独立したものである.そして日本のオオムギ品種はすべての系統に種病性の第3群に
属する品種と第7群の抵折性遺伝子を基礎とした東北系の品種たよび第11群の抵抗性遺伝子をと
基礎としたピール麦系の品種の3つに大別するととができる.
第4表より10生理品種の病原性の関係を見ると 2.，3の例外はあるが，第1図のような関係
になる.すなわち系統lVは系統Iの病原性に第11群によって代表される群を侵害する病原性
が加わったものでるる.同様に系統 III は第17群を，系統V~会第 7群によって代表される群も
系統VI除第20群を， 系統XI会第18群を侵す病原性が系統Iに加わったものである. したがっ
てとれら系統IV，II， V， VI:なよぴXの5つの系統政互に共遁した系統Iの病原性を持って
いるが， また互に逆の関係になる場合もある. たとえば系統IIは Goldfoilを侵すが Heil's
Hannaを侵さない.他方系統W は Heil'sHannaを侵すが Goldfoil を侵さない等その例
である.
第 1図 10生理品種の病原性関係図
四之江主性4 r 
玄 区
つぎに系統IIに系統lVの病原性が加わったものが系統vnである.同様に系統Vに系統lV
'b¥系統VIに系統 lVが加わったものがそれぞれ系統vnr沿よぴIである.あるいは系統 lV
に系統II，VゐよぴVIが加わったものがそれぞれ系統;VII，VIII治よぴIである.したがっ
て第1図の矢印のついた系統聞には互に逆の関係になる病原性はない. とれに反して系統IX
はどの系統とも逆の関係を示す場合がある.
さらに第2表によって 10系統の地理的分布を見ると系統1，II， lVゐよびVIIはともに北
陸あるいは東山地方から，系統1，V， lV治よびVIIIは東北地方から，系統I， Vlj&.よびI
は四国沿よぴ九州から採集されている.とのように病原性から見て関係のありそうな生理品種
が同じ地域から採集されているというととはウドYコ病菌の生理品種には第1図の矢印の方向
あるいはその逆の方向に系統発生学的関係があるように息われる.
生理品種にとのような系統発生学的関係があるとすれば，どのような過程を軽て分化したも
のであろうか. 2つの系統が結合して 1つの新しい系統ができたり，あるいは反対に 1つの系
統から 2つの系統が分離されたりするものであれば A テロカ Pオシスのよろな現象が予想さ
れる.他方病原性が似ている系統の分布地域が互によく似ているというととは，病原性の遣っ
た系統は突然変異によって偶然にでぎるが，それらの系統はある地域ではその地方に栽培され
-2fiー (1o5) 
ているオオムギ品種やその地方の気候得によワて同じ方向に禍汰された結巣病原性の似たよう
な系統がその地域に残ワているとも考えられる.ウドンコ病薗の寄生性の分化過程が明らかに
されていたい現在では後者の考え方がより妥当のよろに恩われる.
以上を要するに病原性が似ているという ζとが系統発生学的に近親であるととを意味するか
どうかは別問題として，系統 Iが最も普通的な系統であり，次が系統 lVであって，との 2つ
の系統が日本の主要生理品種と考えられる.また系統lXはどの系統とも独立したものである
から，日本むウドンコ病菌の生理品種はとれら3つの系統に大別される.
V.摘 要
1. 1953年に採集されたオオムギウドYコ病菌の病原性を試験し， 9つの系統を同定した.
ζのうち系統VI，vn， VlJ， lXゐよびXは1953年にはじめて発見された系統である.
2. ウドンコ病菌の10系統に対するオオムギ120品種の反応を試験し，反応型によってとれら
の品種を20の群に分けた.
3.ウドンコ病菌の生理品種に対する反応によってオ;t-ムギ品種の抵折性に関する系統関係
を考察した.すたわち日本のオオムギ品種ぽ日本在来系，東北系，ゐよびピーJレ愛系の3つに
大別するととができる.
4. '.7!-"yコ病菌の生理品種の病原性とその地理的分布から生理品種の系統関係を考察し
た.すなわち系統 II，lV， V， VI;たよびXは系統 Iの病原性に他の病原性が加わったもので
あり，系統 1，VlI.:t--よびVIIIは系統W に他の病原性が加わったものである.系統IXは他
の系統とは独立した系統と思われる.
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